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農 業 に お け る 中 期 信 用 制 度
(米国 におけ る農…業 信用制 度 その1)








































中期信用機関の必要が痛 切に感 じられ るようになるので
ある。 ここに特殊性度確立の必要 の第二の理由があ るの





















者及び輸 出者に融資せ る銀行に対 して貸付をなした。第
一次大戦終結後も貿易振 興のためにそ の活動を継続 し,
一方 その当時 ようや く→ 投的 となった恐慌のため農産物
の海外輸出促進 の方面 での活動がはげ しくな った。戦時
金融会社の設立 目的が当初は輸 出金融にあったことに よ
り,そ の活動分野 に制限をうけたので,特 に農業関係者
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から不満の声がたか くなった。そ こで護会は農業翼係産
業に貸 ト『をなした銀行に対して貸 付をな しうるように制
度 を改めた。 この貸 付は一年以内 と一応はなっていたが
更新,借 換によって三手までは継硫 され うることになっ
ていた。(註1)
これは当 初の改 正目的である農産物の販売 のための短
期金融ではな くて半流勤的,半 固定的金融として申期金
融へ一歩 を進め,さ らに連邦中期信用制変確 立への誘因
として意義あることである。 しか し戦痔金融会辻よ りう
けた融資は,こ れを農業者へ貸付けねばな らぬ との法 律
的制限は存在 しなか ったので,貸 付頷のかな りの部分が
地方金融機関によって流用せられた。 また事務系統 の簡
素{ヒを目的 とした間接貸付制度は,資 金要求の当人た る
農 業者よ りも地方金融機関のみに便宜を与えた。(註2)





各 々金融 の目的が異 るのであ り当然のことと言 わねばな
らない。その一一つは連邦中期信用銀行(FederalInter-
mediateCreditBank)であ り,こ の連 邦中期信用銀
行は全額政府が出資 し,経 営 してい く銀 行(註3)で あ
り,農 業者への直接貸付は行わ ないこととした。 もう一
つは国民農業 信用会社(NationalAgriculturalCredit
Corporation)であ り,そ の所 有,経 営は まった く民間
人によって行われ,連 邦中期賃用銀行か らその運営資金
の供給をうけ農 業綜こ対 して直接 貸付をなす も の で あ
る。
連 邦中期信用銀行は連 邦上地銀行(FederaILandBa-
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註2.春 日井 薫博 七稿 「中期 信 用 機関 の意 義 及 び そ の 必






1930年～33年の 不玩 時 に 中期fl淵銀行 の 取 引先 で あ る
民 間金 融 機関 の 資 本充 実 を政 府 が援助 した り,農 業者
融資 の ため 地 区農 業信 用会 社(RegionalAgricult-
uralCreditCorporation)を設置 した り農牽 物価 格
維 持 の ため 商品 金 融会 社 を設 立 した り したが,1933年
農 場信 用 法 に よ って,生 産信 用 制度,協 同 組合 銀 行 と
同 時 に 農業 信 用管 理庁 を 設 置 した.農 業信 用管 理庁 は
士 地銀 行,中 期 信 用銀 行,協 同 組合 銀行 お よび生 産信
用会 社 を監 督す る。
註6.AgricuSturalCreditActof1923.
Title1.Sec.206a.
註7.農 林 水 産業 生 産性 向上 会 議編
「ア メ リカの農 業金 融 」p.39
註8.AgriculturalCreditActof1923.Title2.
註9.大 下 禎 五郎 氏 稿 「米政 府 の 棉 花金融 政 策」
銀行 研 究21巻,4号
3.連 邦中期信用銀行と生産信用組合
中期農業金融制度が設 立され,農 業への中期的資金 の





合組織 を利用すれは1、「用を うることがで きた。しか し,か
かる販売組合はi三たる日的が農産物配給にあ り信用を う
る 目的のために販売組合 を新設することは不可能であ っ
た。(雀1)そ こで農業者へのiIIl:接貸付の機関 として生産
信用組合を創設す ることとな ったのである。 これは1933
年に議会 を通 迎した農場C用 法(FarmCreditAct)に
よるのて ある(t生産 信用組合(ProductionCreditAsso'
clation)は農業者 の組織する信昂組合であ り,農 業 者
か ら受入れた手形の再割 引または貸 付を連邦中期⊆訂目銀
行 よ りうけることによ り資金 を調達し農業者に直接貸付
をなす機関である。1933年の発足当時は政府機 関 で あ
る生 産 信 用 会 杜(ProductionCreditCorporation)
(9E2)が資本金 を出資 して生産信用組合の設 立に協力 し
たが次第に農 業者 自身の出資を増大して生産信用会社を
通 してなされた政 府出資を返還 しつつある。生産信用組
合 の設立 目的が連邦中期信用銀行資金の農業者への直接
貸付のためで あり,そ の所要資金は中期信用銀行か らほ
とん ど融通をうける。貸 付の場合 の担保 としては作物,
家畜,機 械,器 具等の動産に対 し第一抵当権 を 設 定 す
る。1955年ICおける政府 出資すなわち生産信用会社の出
資比率は1.4・R一セン ト,498組合 のうち生産信用会祉 よ
りの出資金 を全額返還 したのは419組合に達 している。
Gr3)1956年の新立法に より生産信用組合は連邦ll囎ll匹ζ
用銀行 の株式 を買入れ ることにな り全額政府出資であっ





































岡 田 正 雄
けあたえて名目上のド|作農iを創設しても無意味である。
米国の農業念融機関は1、湖 事業に積極的であるのに,
我国の金融機関は貯蓄運動にのみ重点をおき資金の貸付
によって農業経営を合理iヒしようとの努力に欠けている
ように思われる。この点特に我国の農業生産性を考えあ
わせてみた場合,一層考慮されなければならないであろ
う。
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